
住
民
の
声
行
政
に
発
信

住
民
自
ら
が
道
内
の
行
政
や
政

治

の
問
題
を
考
え
、
提
言
を
行
う

「
北
海
道
地
域

・
自
治
体
問
題
研

究

所
」
が
、
２４
日
に
設
立
さ
れ

る
「

地
方
分
権

の
流
れ

の
な
か

で
、
自
治
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
て

ぃ
る
が
、
現
状
で
は
住
民
の
希
轟

が
行
政
の
場
に
十
分
反
映
さ
れ
て

一
い

る
と
は
言
い
難
い
。
設
立
準
備

を
進
め
る
自
治
問
題
の
専
門
家
ら

は

「
一
般
の
人
が
自
治
を
学
び
、

政
策
の
意
見
も
発
信
で
き
る
よ
う

な
場
に
し
た
い
」
と
話
し
、
職
種
を

問
わ
ず
会
員
を
募
集
し
て
い
る
。

一
治
の
専
門
家
た
ち
。
道
丙
に
―ま
．
こ

れ
ま

で
も
学
者
や
自
治
体
職
員
ら

に
よ
る
も
の
や
、
地
域
限
定
の
研

究
機
関
は
あ

っ
た
が
、

一
般
の
人

も
参
画
で
き
る
全
這
的
な
組
織
は

な
か

っ
た
と
い
う
。

設
立
の
き

っ
か
け
は
、
近
年
の

地

方

自
治

を
巡

る
環
境

の
変
化

だ
。
平
成
の
大
合
併
や
道
州
制
の

一
部
導
入
な
ど
で
地
方
分
権
の
機

運
が
高
ま
る

一
方
で
、　
ヨ

一位

一

だ
」
と
理
由
を
語
る
。

目
指
す
の
は
市
民
参
加
型
で
、

翻
「
』
は
無
響
中
”
嘲
一
Ｗ
｝
暇

ヰ
ン
グ
プ
ア
な
ど
生
活
が
苦
し
い

境
通
の
人
か
ら

「
私
た
ち
の
声
は

何

で
行
政
の
場
に
属
か

な
い
の

か
」
と
い
う
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
と
い
う
。
小
田
教
授
は

「
研

究
所
を
通
じ
て
、
こ
う
し
た
人
た

ち
の
思
い
を
政
策
に
反
映
で
き
る

の
で
は
な
い
か
」
と
期
待
す
る
．

研
究
所
に
は
行
財
政
や
医
療

・

福
祉
、
教
育
な
ど
七
つ
の
研
究
部

会
を
設
置
す
る
。
会
員
は
興
味
の

も
議
論
を
深
め
、
意
見
を
発
信
し

て
い
き
た
い
と
い
う
ｏ
・

．
運
営
費

は
会
員

の
会
費

で
賄

う
。
様
々
な
職
種
一
個
人
や
団
体

約
１
５
０
会
員
が
集
ま
る
予
定
だ

が
、
今
後
も
幅
広
く
募
集
し
て
い

く
。
年
会
費
は
５
千
円
。
２４
日
午
後

０
時
半
か
ら
は
Ｊ
Ｒ
札
幌
駅
の
駅

ビ
ル

「
エ
ス
タ
」
１１
階
の
プ
ラ
ニ

地
域
経
済
の
衰
退
が
進

み
、
地
方
行
財
政
が
ゆ
が
め

り
れ
る
中
で
、
地
域
の
再
生

農

民
自
治
を
発
達
さ
せ
て

い
く
た
め
に
、
も
つ
と
研
究

宙と
住
民
、
自
治
体
関
係
者

″協
力
共
同
の
輪
を
ひ
ろ
げ

にぃ
―
―
そ
ん
な
熱
い
願
い

」あ
す
へ
の
期
待
を
に
な
っ

河
合
　
博
司

て
、
自
治
の
発
達
を
願
う
す

べ
て
の
人
々
の
学
び
合
い
の

場
・政
策
提
言
の
場
と
し
て
、

北
海
道
地
域

・
自
治
体
問
題

研
究
所
が
い
よ
い
よ
出
発
し

ょ
ぅ
と
し
て
い
ま
す
ｏ

こ
れ
ま
で
北
海
道
地
域
づ

く
リ
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
道
州
制

と
自
治
を
考
え
る
会
、
小
さ

く
て
も
輝
く
自
治
体
フ
ォ
ー

ラ
ム
な
ど
が
す
す
め
ら
摯
」

北
海
道
の
自
律
的
発
展
と
道

民
生
活
の
向
上
を
め
ぎ
じ

て
、
新
研
究
所
を
た
ち
あ
げ

よ
う
、
と
よ
び
か
け
ま
す
ｏ

北
海
学
園
大
の
小
田
清
教

授
、
北
大
神
沼
公
二
郎
教
授

と
私
の
二
人
が
準
備
会
世
話

人
と
な
り
、
夕
張
財
政
研
究

の
第

一
人
者
の
北
海
学
園
六

西
村
宣
彦
准
教
授
が
事
務
局

長
を
担
っ
て
い
ま
ふ亀

二
十
四
日
田
十
Ｔ
，時
三
十

分
か
ら
設
立
総
会
、
十
四
時

か
ら
設
立
記
念
集
会
で
す

（い
ず
れ
も
プ
ラ
ニ
ス
ホ
ー

ル
＝
Ｊ
Ｒ
札
幌
駅
直
結

・
札

幌
ェ
ス
タ
Ｈ
階
）
。

自
治
体
問
題
研
究
所
理
事

長
岡
田
知
弘

（
京
都
大
学
）

教
授
の
記
念
講
演
、
東
川
町

長
・西
興
部
村
長
・赤
平
市
議

会
副
議
長
な
ど
の
特
別
報
告

や
リ
レ
ー
ト
ー
ク
も
大
い
に

期
待
で
き
ま
す
ｏ

あ
す
の
地
域
と
自
治
体
づ

く
り
に
確
か
な

一
歩
を
き
づ

く
歴
史
的
集
ｔ、
と
し
て
、
成

功
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
よ

いっ
、
皆
さ
ま
の
参
加
を
お
ま

ち
し
て
い
ま
す
ｏ

専
門
テ
ー

マ
が
重
な
る
道

内
外

の
複
数
の
大
学
の
教
授

ら
が
手
を
組
み
、
道
内
の
自

治
体
財
政
や
観
光
振
興
を
課

題
に
、
研
究
組
織
を
立
ち
上

げ
る
動
き
が
相
次
ぐ
。

地
域
政
策
が
専
門
の
北
海

学
園
大

の
小
田
清
教
授
や
酪

農
学
園
大
の
河
合
博
司
教
授

ら
は
２４
日
、

「
北
海
道
地
域

・
自
治
体
問
題
研
究
所
」
（札

幌
市
）
を
設
立
す
る
。
住
民

や
自
治
体
関
係
者
、
労
働
者

「北
海
道
地
域
・
自
治
体
間
選
研

究
所
」
が
２４
日
、
設
立
総
会
と
設
立

記
念
集
会
を
機
に
本
格
的
な
活
動
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
ｏ
準
備
会
世
話

人
の
一
人
、
河
合
博
司
さ
ん

（酪
農

学
園
大
教
授
）
に
聞
き
ま
し
た
ｏ

◇

地
域
経
済
の
慶
退
が
進
み
、
地
方

行
財
政
が
ゆ
が
め
ら
れ
て
い
ま
す
ｏ

こ
の
中
で
、
北
海
道
地
域
・
自
治
体

問
題
研
究
所
は
、
自
治
の
発
達
と
地

域
の
発
展
を
願
う
す
べ
て
の
住
民
、

諸
団
体
、
自
治
体
関
係
者
、
研
究
者

団
体
、
経
営
者
団
体
な
ど
幅

広
く
会
員
を
集
め
、
道
な
ど

に

「 政篠
出
崚
『

「 るば
療
一
福

祉
」
な
ど
７
部
会
で
調
査
・

陶
晴
け
鳩
一
一
一
日
“
」
畑

―
の
発
行
も
予
定
。
年

。会費

は
個
人
会
員
が
５
０
０
０
．
円

で
団
体
会
員
は
１
□
５
０
０

０
円
以
上
か
ら
。
河
合
教
授

は
「
地
方
は
疲
弊
し
て
お
り
、

住
民
主
体
の
政
策
提
言
を
ま

な
ど
、
い
ろ
い
る
な
立
場
の
方
が
、

お
互
い
の
違
い
は
認
め
な
が
ら
、
地

域
と
自
治
を
考
え
る
活
動
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

私
た
ち
は
研
究
所
を
、
①
多
様
な

人
々
の
学
び
あ
い
の
場
②
情
報
発
信

の
場
③
具
体
的
な
政
策
を
提
言
す
る

場
卜
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
道
内
で
は
、
北
海
道
地

域
づ
く
リ
フ
オ
ー
ラ
ム
に
よ
る
地
域

分
析
や
地
域
再
生
へ
の
提
言
、
道
州

制
と
自
治
を
考
え
る
会
に
よ
る
合
併

問
題
や
道
州
制
へ
の
提
言
、
小
さ
く

て
も
輝
く
自
治
体
フ
オ
ー
ラ
ム

（３

回
）
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が

進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
ｏ

灘

鰤

難

』
鶴

麟

瑚

で
、
地
方
自
治
は
住
民
に
と
っ
て

身
近
な
問
題
と
な
っ
た
。
河
合
教

授
は

「今
こ
そ
現
状
を
真
っ
正
面

か
ら
受
け
止
め
、
自
治
の
あ
り
方

繊
考
え
る

。こ
と
が
重
要
な
時
期

あ
る
分
野
を
専
門
家
と
共
に
勉
強

し
、
各
部
会
で
の
成
果
は

ニ
ュ
ー

ス
レ
タ
ト
な
ど
を
通

・
じ
で
情
報
発

ス
ホ
ー
ル
で
設
立
総
会
を
開
催
。

同
２
時

か
ら
は
記
念
集
会
を
開

き
、
学
識
経
験
者
や
道
内
自
浩
体

の
首
長
、
地
域
活
動
に
携
わ
る
団

体
の
代
表
者
ら
が
講
演
を
行
う
。

参
加
貴
は
８
０
０
円
。
問
い
合
わ

せ
は
事
務
局

（
０
１
１

・
３
３
７

・
３
２
０
１
）

へ
。
（
伊
藤
唯
行
）

ほつかい新報 2009。 lo.11

朝日新聞 2009.lo.20

準備会世話人河合博司さんに聞く

と

め

る
恒

常

的

な

場

が
必

要
」
と
説
明
す
る
。

一
方
、
東
海
大
学
の
馬
渕

悟
教
授
や
酪
農
学
園
大
の
押

谷

一
教
授
ら
は

一
般
社
団
法

人

「
観
光
と
地
域
づ
く
り
推

進
研
究
機
構
」

（札
幌
市
）

を
設
立
し
た
。

観
光
を
通
じ
た
地
域
振
興

策

の
提
言
を
目
的
と
し
、
台

湾
な
ど
東
ア
ジ
ア
地
域
と
の

観
光
交
流
の
研
究
に
力
を
入

れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

醜群職員ら研究会あす設立

研究組織t相次ぎ設立

日本経済新聞   2009.lo.23

礎
言
も
行
う
。
一現
時
点
で
道

ｒ内
の
研
究
者
、
自
治
体
の
首

長
や
職
員
、
労
組
、
ま
ち
ず

く
リ
グ
ル
ー
プ
な
ど
１
５
０

の
個
人

・
団
体
が
参
加
す
る

見
込
み
だ
。

小
田
教
授
は
島
住
民
の
目

線
で
、
道
州
制
や
ダ
ム
問
題

な
ど
北
海
道
の
現
状
と
将
来

を
考
え
た
い
」
と
話
し
て
い
一

る
。

鑽

藁

鋪

ｌｌ
階
の
Ｊ
Ｒ

・
タ
フ
ト
プ
ラ
ニ

ス
ホ
ー
ル
で
午
後
０
時
半
開

会
。
同
２
時
か
ら
研
究
者
や

自
治
体
首
長
ら
が
講
演
す
．

る
。
参
加
費
８
０
０
円
一事

前
申
し
込
み
は
不
要
．
問
い

合
わ
せ
は
事
務
局
雪
０

地
域
と
自
治
考
え
る
活
動
広
く

河合博司氏

道内外の大学教授ら

食
ｒ
農
琳
漁
業
、
医
療
ｔ
襟

祉
、
教
育
ご
文
化
、
環
境
Ｌ

・エネ
ル
ギ
ー
、・平
租
の
７
部

会
嗜
設
置
。
定
期
的
に
フ
材

■
ラ
ム
や
講
演
会
を
開
催
′

し
、
政
府
や
道
な
ど
に
政
‘策

札
幌
で
２４
日
、
鍋取
立

た
と
え
ば
、
国
が
推
進
し
て
き
た

「上
か
ら
の
合
併
」
で
道
内
自
治
体

は
２
１
２
か
ら
１
７
９
に
減
り
ま
す

が
、
全
国
的
に
見
る
と
北
海
道
は
合

併
が
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
私

た
ち
の
取
り
組
み
の
最
大
の
成
果
で

す
。こ
れ
ま
で
の
成
果
を
発
展
さ
せ
る

恒
常
的
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
自
治
体

問
題
研
究
所
や
オ
ホ
ー
ツ
ク
地
域
自

治
研
究
所
と
連
携
し
な
が
ら
、
日
本

側
憲
法
の
平
和
的
生
存
権
と
住
民
自

治
の
精
神
を
高
く
掲
げ
、
北
海
道
の

自
律
的
発
展
と
道
民
生
活
の
向
上
に

寄
与
す
る
こ
と
が
目
標
で
す
。

２４
日
の
設
立
記
念
集
会
で
は
、
自

治
体
問
題
研
究
所
理
事
長
の
岡
田
知

弘
氏

（東
大
大
学
院
教
授
）
が

「経

済
危
機
打
開
と
地
域
再
生
の
課
題
―

北
海
道
研
究
所
へ
の
期
待
」
と
題
し

て
記
念
講
演
を
行
い
、
東
川
町
の
松

岡
市
郎
町
長
、
西
興
部
村
の
高
畑
秀

美
村
長
が
特
別
報
告
し
ま
す
。

道
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
セ
ン
タ

ー
の
大
友
詔
雄
氏
ら
各
分
野
か
ら
の

リ
レ
ー
ト
ー
ク
も
行
い
ま
す
。

む
協
力
を
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

◇

設
立
総
会
は
２４
日
午
後
０
時
半
、

設
立
記
念
集
会
は
午
後
２
時
。
会
場

は
と
も
に
札
幌
市
の
プ
ラ
ニ
ス
ホ
ト

ル

（Ｊ
Ｒ
札
幌
駅
エ
ス
タ
Ｈ
階
）。

記
念
集
会
は
参
加
費
８
０
０
円

（学

生
５
０
０
円
）。
問
い
合
わ
せ
・
連

絡
先
―１
０
１
１

（３
３
７
）
８
２
６

2009.10.23北海道新聞

しんぶん赤旗    2009。 lo.2o



講
責
に
拍
手
を
送
る
参
加
嗜
――
以
日
（
札
幌
市
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